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太陽電池アプリケーションで真の最大電力点を 
能動的に検出する鉛蓄電池およびリチウム電池 
充電用の80V昇降圧コントローラ
Tage Bjorklund

太陽電池システムでは、経費の
大部分を占めるのはパネルと
バッテリです。費用対効果の高
い太陽電池ソリューションでは、
これらの部品の稼働率と寿命を
最大限まで高めています。たと
えば、高品質の充電器は、バッ
テリ駆動時間を延ばして容量要
件を低減し、バッテリ寿命を延
ばして保守と交換の費用を最小
限に抑えます。同様に、太陽電
池パネルから最大限の有効エネ
ルギーを抽出するDC/DCコント
ローラを使用することにより、必
要なパネルのサイズとコストが
減少します。 

LT8490は、太陽電池パネルまたはDC電圧
源から電力を供給できる鉛蓄電池およびリチ
ウム電池用の充電コントローラです。このデバ
イスは、太陽電池パネル向けに真の最大電力
点追従（MPPT）機能と、さまざまな種類のバッ
テリ向けに組み込みの最適化バッテリ充電ア
ルゴリズムを内蔵しており、ファームウェア開
発は必要ありません。LT8490の入力と出力の
定格は80Vなので、最大96個のセルを直列
に収容するパネルと組み合わせて使用できま
す。パワー段には外付けNチャネルMOSFET 

4個とインダクタ1個を昇降圧構成で使用して
います。ほとんどの充電コントローラと異なり、
昇降圧構成では、バッテリ電圧より高い、低い、

または等しいパネル電圧で充電器が効率的に
動作できます。最小のパネル電圧は6Vです。

充電アルゴリズムがバッテリの種類に合わせ
て最適化される場合は、バッテリの寿命と駆動
時間が長くなります。同様に、一部が日陰にな
る条件のときに太陽電池パネルの最大電力点
を追跡する高性能のMPPTチャージャを使用
すると、小型で低コストの太陽電池パネルを
使用できます。これらの役目をすべて果たすた
めにディスクリート部品のチャージャ・ソリュー
ションを作成するのでは費用と時間がかかり、
通常はマイクロコントローラ、高性能スイッチ
ング・レギュレータ、および長期間のファーム
ウェア開発サイクルが必要になります。
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総合的な単一 IC太陽電池式 
バッテリ・チャージャ・ソリューション

LT8490は、以下に示す一連の豊富な機能を
備えたMPPTバッテリ・チャージャ・コントロー
ラです。

• 内蔵のMPPTアルゴリズム（ファームウェア
開発不要）により、市場投入までの時間を大
幅に短縮

• 内蔵の昇降圧コントローラにより、VINの値
をVBATより高い、低い、または等しい値に
することが可能

• 鉛蓄電池およびリチウムイオン電池をサ
ポート

• 6V～80V の VIN 範 囲 と 1.3V～80V の
VBAT範囲

LT8490は、太陽電池パネルまたはDC電圧
源から電源を供給できます。特定のバッテリ電
圧では、パネル電圧がバッテリ電圧より低くて
も高くてもかまわないので、広範囲の太陽電池
パネル・タイプを使用できます。LT8490は、

6Vから最大（低温時）開路電圧である80Vま
でのパネル入力に対応します。これは、直列に
接続した16個～96個の太陽電池に対応する
範囲です。

パワー段は外部なので、アプリケーションに応
じて最適化できます。充電電流の制限値（およ
びDC電圧源を使用する場合は入力電流制限
値）は、必要に応じて設定できます。

真の最大電力点追従機能

太陽電池パネルから動作する場合、LT8490

はパネルの最大電力点でパネル電圧を維持し
ます。一部が日陰になる条件のときでも、複
数の極大電力点が現われる場合（太陽電池
パネル内部のバイパス・ダイオードの影響）、
LT8490は真の最大電力点を検出して追従し
ます。 

図2は、一般的な60セルの250Wパネルの
P-V曲線を2つの異なる照度条件で示します。
パネルが完全に照らされる場合は、25Vで最
大電力点（200W）に達します。一部が日陰に
なっている場合（図3参照）、25Vのパネルで
の有効電力は50Wまで減少し、新しい真の最
大電力点（128W）は16Vで現われます。元の
電力ピークである25V/200Wは、実際には極
大点である約32V/63Wに移ることに注意して
ください。 

この2重極大点現象は、多くのコントローラ
で見つかった従来のMPPT機能の欠点で
す。というのは、従来のMPPT機能では最
初のピークの 25V/200Wに追従して極大
点は32V/63Wに移るからです。対照的に、
LT8490は16V/128Wで真のMPPを検出し、
パネルからさらに65Wを発生させます。これ
は、パネルの全電力曲線を一定間隔で測定し、
動作時に真の最大電力ピークを検出すること
によって実現します。この場合には、他の日陰

条件で可能な利得よりさらに大きな利得が得
られるので、2倍を超える充電電力が抽出され
ます。

充電制御機能

充電アルゴリズムは、2つの構成ピンの電圧
を調整すれば各アプリケーションの要件に応
じて設定できます。AGM電池、ゲル電池、お
よび湿電池技術を利用して作られた鉛蓄電池
は、最長の寿命を得るためわずかに異なる充
電電圧が必要であり、リチウムイオン電池と
LiFePO4電池には、鉛蓄電池とは異なる充電
要件があります。組み込みで設定可能な充電
制御機能の一部を以下に示します。

• NTCセンサを使用した充電電圧の温度補償
（通常は鉛蓄電池用）

図3．右上隅が日陰になっている太陽電池パネル
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図2．60セル250Wの太陽電池パネルの電力曲線。パネル
全体が照らされた場合と、小さな日陰部分が1個のセルを部
分的に覆っている場合（図3）

2重極大点は、多くのコントローラで見つかった従来のMPPTの欠点です。
対照的に、LT8490は真のMPPを検出し、充電電力の2倍の電力を発生
させます。あるいは、他の日陰条件ではさらに高い電力が得られます。
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• バッテリ温度が超過または不足した場合、充
電電流を停止してバッテリを保護

• 消耗したバッテリの検出によって充電を停止
し、危険を回避

• 深く放電したバッテリの調整可能なトリクル
充電により、損傷の危険を低減

• バッテリ電圧がその最終値に近づくにつれ
て定電圧充電に変わる定電流充電 

• バッテリが満充電になると充電電圧はより低
いフロート電圧レベルに低下

• DC電圧源で動作している場合は、充電時
間の制限値を設定できる

まとめ

LT8490は、太陽電池パネルまたはDC電圧
源により、6V～80Vの電圧範囲で動作できる
フル機能の真のMPPT充電コントローラで、
1.3Vから80Vまでの鉛蓄電池またはリチウ
ム電池を充電します。4つのMOSFETとイン
ダクタ1つを選択することにより、パワー段を
容易に設定できるので、チャージャはバッテリ

電圧より高い、低い、または等しいVINで動
作できます。組み込みのバッテリ充電アルゴリ
ズムおよびMPPT制御と共に、必要な機能を
すべて内蔵しており、ファームウェア開発は不
要です。n

CIN2
2.2µF
×2

3.3nF

3.3nF

10Ω

CSPBG1SW1BOOST1TG1 CSN GND BG2 SW2 BOOST2 TG2

CSPOUT
CSNOUT

EXTVCC

FBOR
FBOUT
FBOW

10Ω

5mΩ

L1
15µH

2Ω

COUT2
10µF
×2

COUT3
10µF
×2

CIN3
2.2µF
×2 COUT1

150µF

220nF220nF

DB1

26.1k

M3

GATEVCC´

274k

VBAT

VDD

AVDD

CIN4
2.2µF

DB2

GATEVCC´

FLOODED 
LEAD
ACID

LOAD

+

–

½W
7mΩ

1W
5mΩ

470nF

+

–

549Ω

VOC < 53V

SOLAR
PANEL

2Ω

M1 M4

23.2k
TEMPSENSE

SRVO_FBIN
SRVO_IIN

SRVO_FBOUT
SRVO_IOUT

ECON

SWEN
SWENO

CHARGECFG1CHARGECFG2

RT
SS
IIR
IMON_IN

IOW

IMON_OUT
IOR

STATUS FAULTSYNCVC CLKDET CLKOUT

LT8490

549Ω

DFDS

124k

LDO33

CSNIN
CSPIN
VIN
GATEVCCGATEVCC´

MODE

INTVCC

FBIN
FBIR

FBIW

VINR
SHDN

4.7µF

10k
AT 25°C
ß = 3380

NTC

0.082µF

1µF

100nF

10Ω 10Ω

200k

90.9k

4.7µF
×2

196k

8.06k

93.1k

3.24k

110k

35.7k

4Ω

5.49k
249k

53.6k 1.3k
AVDD

3.32k

1.05k1µF

100nF

4.7nF

14.27V STAGE 2 (ABSORPTION) CHARGE VOLTAGE (VS2) AT 25°C
13.87V STAGE 3 (FLOAT) CHARGE VOLTAGE (VS3) AT 25°C
10A CHARGING CURRENT LIMIT
2.5A TRICKLE CURRENT LIMIT
7.2A INPUT CURRENT LIMIT
53V MAXIMUM PANEL VOLTAGE (VMAX)
NO TIMER LIMITS
TEMPERATURE COMPENSATION ENABLED
–20°C TO 50°C BATTERY TEMPERATURE RANGE
175kHz SWITCHING FREQUENCY
EXAMPLE SOLAR PANEL: SHARP NT-175UC1 175W

M1, M2: INFINEON BSC028N06NS
M3, M4: INFINEON BSC042N03LSG
L1: 15µH COILCRAFT SER2915H-153KL
DB1, DB2: CENTRAL SEMI CMMR1U-02
CIN1: 33µF, 63V, SUNCON 63HVH33M
CIN2, CIN3, CIN4: 2.2µF, 100V, AVX 12101C225KAT2A
COUT1: 150µF, 35V NICHICON UPJ151MPD6TD
COUT2, COUT3: 10µF, 35V, MURATA GRM32ER7YA106KA12
COUT4: 1µF, 25V AVX 12063C105KAT2A

68nF

8.45k

3.01k

32.4k

470pF

10nF

21k

97.6k8.2nF

470nF

M2

11.5k

13k
AVDD

CIN1
33µF
×3 COUT4

1µF

図4．鉛蓄電池の充電 /制御機能を備えた完全な 
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